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門産地の研究室か ら /地域 ブ ラ ン ド を 育て る ( 15) ……… 回 目 日 圏 直、

i l オ リ ー ブ | 曙園・‘〕 ;
+ 彊経過園田盟国置置置画面画面画面幽・・阻園田 + し 日 た … 園田開園田園開園園田園田園周囲園田園園田 + ; (香川県民業試験場小豆分場 柴田英明) 軍軍曹m彊�藩霊園冨罰照明願期 + + .ヨ彊量置霞験錘謹読経F思唖..;;;;;0.:-lr • j �  � ，. 

! ;ロ リ ア料理や健康食品件ムの中で オ リ 極量量轟冨園田ij j
+ ープオ イ ルやオ リ ー ブ事実への注 目が高 ま っ てお り ， 圃圃圃阻曹司園薗盤軍総....!!!y闘歯脳轟 4 
; 消費量 (輸入量) も 年々 馴 し て い る 。 オ リ ーブと い ーーー竺空費騒藤守口弓m:一環出境関 よ
; う 言葉か ら の イ メ ー ジは広がっ て い る が， 実際に オ リ 小豆分場庁舎 ; 
; ー プ と い う 植物を ご存 じの方は少ない と 思 う 。 再編される ま では搾油， 製油， 果実加工等についての ;
+ 今回は， 日本にお け る オ リ ー プ栽培発祥の地であ る 研究 も 行われて いた。 t
4 香川 県小豆郡 (小豆島) のオ リ ーブ栽培の歴史 と概要 主要な病害は炭痘病， 斑紋病があ る が， 前者は果実 4
3 について紹介す る 。 成熟期に発病が多いが， 完熟前に ほ と ん ど収穫す る た 4

; めに問題は少ない。 後者 も 通気， 採光不良等が原因で ;
f 産地 と 試験研究の歴史 あ り ， ほ と ん ど問題に な っ て いない。 虫害はオ リ ー ブ f
+ 本県のオ リ ープ栽培は試験栽培よ り ス タ ー 卜 してお アナア キ ゾウ ム シ に よ る被害が大き し その生態， 習 +
4 り ， 試験研究 と 栽培は同 じ歴史をた どっ ている 。 性， 防除法について の研究が行われて き た。 +
; 明治 40 ( 1 907) 年農商務省が， 三重， 香川， 鹿児 なお， 現在小豆分場ではオ リ ー プ ・ サツマ イ モ ・ ジ s
; 島の 3 県を指定 し， 翌年ア メ リ カ か ら輸入 した苗木で ャ ガイ モ等の畑作物 と ， 地域特産花 き であ る キ ク の試 ;
? オ リ ープの試作を開始した。 香川県では小豆郡西村に 験研究を行っ て い る 。 t
+ l .  2 ha の試作園が設置 さ れた。 こ れが本県 の オ リ 一 本県において オ リ ー プが広 く 一般に栽培さ れる よ う +
品 プ栽培の ス タ ー ト であ る と 同時に， 香川県農業試験場 になっ たのは， 大正 5 年に ア メ リ カ 合衆国カ リ フ ォ ル 4
1 小豆分場設置の基礎であ る 。 ニア州でオ リ ー プの苗木生産を行っ ていた県人向井豊 ii 栽培試験の 目的は， 1::1 露戦争時に輸入の途絶えたオ 対1\氏か ら の寄贈苗木 工700 本 と ， 民事試験場育成の I

I
一 一拘引 されて る l 一 一 配… 始 ま f

昭和 16 年に は池田園場 (現 小豆分場所在地) に も り であ る 。 その木は大正 12 年頃よ り 結実す る よ う に +
オ リ ープが植栽さ れた。 研究機関 と して幾多の変遷を な り ， 地元に加工業者が育つ ま では， 試験場内に オ リ 4
経たが， 昭和 26 年に県民業試験場小豆分場 と し て合 一プの加工場を置 き ， 油の搾油や右足漬け加工を受託 し 1

: 併 し， 新た に ス タ ー 卜 した。 ま た昭和 63 年に はオ リ てお り ， 試験場がオ リ ープ産業の中心になっ て いた t
T ー プ栽培発祥の地であ る西村岡場を香川県オ リ ーブ公 香川県は行政指導に よ り 集団産地育成を推進 し， 小豆 ?
4 園 と して整備開園 した。 島では内海町， 池田町， 土庄町と 普及 し オ リ ープオ イ 十

; 主計!?!?Z222ii整
ー

と と も 一大 し ー と し て 品
+ 校努定， 摘果， 施11巴， 土壌管理， 潜水， 病害虫防除等 娠興さ れた。 ，.

栽培技術全般にわた り ， 加工部が県燥業試験場本場に し か し， 昭和 34 年の輸入 自 由化に よ り ， 安価な外 ;

i ・・圃園瞳閤回置動 国産のオ リ ー ブ油が大量に輸入さ れる よ う 山 高 ;
・・・・・・・・・・E掴匝-冨盟圃園田圃置彊臨脇j 価格を維持 し て いた生産者価格が下落し ， 囲内の栽培 ー

+ ・圃圃圃圃圃園田園幽図画置幽園田園醐i ・・・・・E翠盟国田園臨調 は急速に減少 した。 さ ら に追い打 ち をかけた の は， 円
+ 圃圃圃圃圃圃圃圃置墨田園圃 和 46 年のエ ン ド リ ン乳剤の使用禁止であ る 。 当時間 4

; ・・圃・田園・-彊掴圃園. 剤はオ リ ープに と っ て最抑制であ る オ リ ープアナ ;
+ 置圃・圃圃圃E冒E・圃・・・・E・・圃園田富麗醤罰圃置 ア キ ゾウ ム シの特効薬 と し て用 い ら れて いた。 使用禁 fi 圃圃闘掴園田翻圏 止以後その被害樹が拡大し農家一欲が減退し， 1
+ ・・・・・at�盟盟圃圃・・-酒園田・・・・回; 圃腫醐聡謹露頭覇輔薗麗醤圏 栽培面積は さ ら に減少 し た。 最感期に は 130 ha であ ;
+ 臨輯麟細酔拐容開細菌櫨圃園 った本県の栽培面積 も現在では 36 ha と 低迷 している。 +? …一…一…一 一一 一一隅掴園田 なお， オ リ ー ブアナ ア キ ゾウ ム シ に対す る 防除農薬 tす オ リ ー プの梨笑
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リ レ ー随筆 ・ 産地の研究室か ら /地域 プ ラ ン ド を育て る ( 1 5) / オ リ ー プ 39 

+ に つ い て は， 昨年 MEP 乳剤が適用拡大 さ れた 。 -幽置盛田園園田幽繍護費察署寵撃事務密議翻 + 

j 園調圃圃魁麟纏離鞠 j+ オ リ ー ブの利用 法 ・・.. 個 盟極圏直盟彊櫨欝.. 踊係議錯綜撞識調 + 
品 圏 内 で の オ リ ー プ果実の用途 は寝漬 け と オ リ ー プオ 盟-圃圃・圃圃園田置薗置園調曙薗置瞳蕗霞窓越鍾I .j. i ィ 川f中心であ る 。 オ リ ー プに は渋 み が あ る た め， 10  掴圃園田園盟国圃匝麟靖国園観長?可 i 
t 月 か ら 1 1 月 に 収穫 し た 緑果 を 苛性 ソ ー ダで脱渋 し た 降雪盟国圃箇薗薗園田.L!!lE5e:::-= �> ォ z 
f の ち ， 4%程度 の塩水 に 漬 け た 浅漬 け タ イ プの 『新世 明開明圃園周囲闘聞阪滅ぼ陰影寝室宮 L二二二! ? い j 尚一ん でれ れて い る 。 川瀬療臨?「ア 717L 1

オ リ ー プ発祥の地のM! '*' + オ リ ー プオ イ ル は， 12 月 に 収穫 し た 熟果 が用 い ら 4 ; れ る 。 他 の 種子泊 タ イ プ の 植 物 油 と 違 い， 果 実 (果 ミ ッ シ ヨ ン磁 で は 阿 上旬 よ り 問 中旬 が収穫期で Er) … ……分離 一 肌 …品種 と げー短あ る が こ の収穫適叫 :
理等 は行わ れ て い な い。 特 に エ キ ス ト ラ ・ ヴ ァ ー ジ か ら 労力分散 の た め に 2 品種が併用 さ れて い る 。 '*'

+ ン ・ オ イ lレ に つ い て は， 全 く 化学処理の行わ れ て い な + + 
+ い油であ る 。 現状 と 今後の方向 + ; こ の ほ か の果実の利用方法 と し て ， 発防嘉蔵， 熟果 最近の問題点 に は低収益 に よ る 管理不足が あ る 。 例 ;; 塩蔵， グ ラ ツ セ や ジ ャ ム 等 の 食 品 や オ リ ー プオ イ ルの え ば隔年結果 は 開花期 の 降雨 な ど気象的 な 要 因 に よ る ;; 絞 り 浮ぺ ー ス ト を利 用 し た オ リ ー プ石鹸が あ る 。 と こ ろ が大 き い が， オ リ ー プ に は あ ま り 管理労力 を割 ;
+ け な い と い う 農家の側の経済的な面での問題があ る 。 '*'; オ リ ー ブ と そ の 主要品種 に つ い て 現定， 摘果等 で あ る 程度 の コ ン ト ロ ー ル が可能であ る ;; オ リ ー プ は， モ ク セ イ 科 (01肌eae) ， オ リ ー プ屈 が， ー 果 重 が 2 ， 5�4 g で摘果， 収穫， 選 果 等 に 多 大 s
t (Olea) に 属 す る 常 緑 の 中 高 木 で あ る 。 樹 高 1 0 m を の 労力 を 要 す る た め， コ ス ト 商か ら も 放任 さ れ て い ;; 超 え る 場合 も あ る が， 栽培す る 場合 に は， 樹高 を い か る 。 販売価絡が上昇 す れ ば よ い が， 輸入製品 の価格が ;
+ に 低 く す る か が問題で， 20 年生以上の も の も 6�8 m 国産原料の価格 よ り 安 い と い う 逆転現象 も あ り ， そ れ +
+ 程度 に育て ら れ て い る 。 5 月 下旬 か ら 6 月 上旬頃 に 聞 は困難であ る と 思わ れ る 。 .j.i 花 し ， 白 色 の 小花 を l 花序 に 1O�30 個着 生 す る 。 巣 l愉入製品 に 対抗す る に は希少価値での販売 と 国 内独 ;
f 実 は 急速 に肥大 し ， 約 40 日 間で果 肉 の細胞分裂 は終 自 の製品 であ る 『新漬 けj で販売す る ほ か な い が， ォ f
f 了 し ， 硬核期 と な り ， 以 後 果 肉 の 肥 大 が盛 ん に 行 わ リ ー プ加工品の代表産物 で あ る I新漬 けj の消費は， t 
+ れ， 10� 1 1 月 に 成 熟 す る 。 果 実 の 形 は 球形， 長卵形 地元の愛好者 に よ る 消費 と 観光 み や げ用が主体 と な っ +
+ な ど品種 に よ っ て異な り ， 大 き さ も 1 9 未満 か ら 1 5 g て い る 。 地元消費者の 高齢化 と ， 観光客の滅少か ら 消 4j 以上 ま で品種間で差が あ る 。 果皮の色 は幼果期 は緑色 加 は 減少傾向 に あ る 。 し た が っ て 新 た な 消費者の 開 ij であ る が， 成熟期 に 入 る と 黄色， 赤色 を帯び完熟す る 拓 に よ る 消費盆の増加 を 目 指す こ と が課題 と し て あ げ f
f と 黒紫色 に 着色す る 。 ら れ る t
+ オ リ ー プの 品種 は ， 世界で 500 種以上 あ る と 言わ れ オ リ ー プ は香川 県 の 県花 ・ 県木 と し て 小豆島の観光 +
+ て い る が， 当産地で は栽培加工適性があ り 耐病性の強 イ メ ー ジ シ ン ボ ノレ であ り ， オ リ ー プ を 栽培す る こ と は 43 ぃ 2 穏 と 授粉樹用 の l 種が一般 に栽培 さ れ て い る 。 早 単純な換金作物の栽培では な く ， 観光 を 主体 と し た オ :
f 生種で塩漬 け 加工用 の マ ン ザニ ロ 種 と 中 生種で脚 リ ー プ関連産業全体の 存立の基礎基盤 と し て 位置づ け i
T け ・ 油兼用種の ミ ッ シ ョ ン種， ま た授粉用で油用種で ら れ る 。 そ の た め本 県 で は ， 基盤整備の一環 と し て 香 f
+ あ る ネ バ デ ィ ロ ・ ブ ラ ン コ 種であ る 。 川 県 オ リ ー プ公園 を整備開園 し た。 公園 は 内海町オ リ +
4 品種の特徴 と し て は マ ン ザニ ロ 種 は樹形が開張形で ー プ公園振興公社 に 管理委託 し ， 隣接す る 内海町オ リ 4γ問形で可食部が多 く 見栄 え も 良 い。 し か し な が ー プ公園 と と も に 一体吋備， 運営 さ れ山 。 県 3

ら 果 肉や果皮が柔 ら か く 日 持 ち が恕 い， 強風等での傷 では 同公社 に 委託 し ， 栽培展示だ け で な く ， オ リ ー プ ;; 果の発生が多 い 等 の 問題 も あ る 。 ミ ッ シ ヨ ン種 は樹形 の知識に関す る 普及啓蒙， 消費拡大等 を 目 的 と し て， i j が直立形で管理収穫労力 団 し ， 果 実 も 細 め で あ る 収搬 体験研修 な ど各種の イ ベ ン ト を行 っ て 叫 ; 
が， 肉質が良 く 日 持 ち す る 。 他の段産物同様オ リ ー プ を め ぐ る 情勢 は 一段 と 厳 し +; 緑果の塩漬 け に 用 い る 果実 は未成熟の黄緑色果実で く な っ て い る が， 当分場 も 生産組合， 普及セ ン タ ー， E 

t あ り ， 濃緑色であ っ た 果実が黄化 を始 め た 物が最 も 逃i 加工流通業者， オ リ ー ブ公園等 と 協力 し 生産安定， 消 fLし て い る 。 マ ン ザニ ロ 種 で 9 月 下旬 よ り 附 中旬， 問大， イ メ ー ジ ア ッ プに 努 め て い る と こ ろ であ る o J司令暗。4
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